
 

 

  
 

 

 
誰もが輝くコートの中で  

～ボッチャが教えてくれる、心と体の「意欲的な健康ライフ」～ 

                           副校長 鈴木 伸之 

 寒さが増し、一段と冬を感じる日々になりましたが、こどもたちは元気に学校生活を送っておりま

す。先日は、学校公開にご参加いただき誠にありがとうございました。引き続き、本校の教育活動に

ご理解とご協力を賜りますよう、何卒お願い申し上げます。 

 さて、皆様は「ボッチャ」というスポーツをご存じであると思います。ジャックボールと呼ばれる

白い目標球に向かって、赤と青のボールを投げたり転がしたりして、いかに近づけるかを競う、いわ

ば「地上のカーリング」とも言える競技です。本校でも、ボッチャの大会を休み時間等を利用して行

い、先日の全校朝会で優勝チームにトロフィーを贈呈し、２位、３位のチームを紹介しました。１位

のチームは、２月１２日に行われる「ボッチャフレンドリーマッチ」に参加します。 

ボッチャの最大の魅力であり特性は、「真のユニバーサルスポーツ」であるという点です。年齢、性

別、運動経験の差、そして障がいの有無に関わらず、誰もが同じコートに立ち、対等に競い合うこと

ができます。従来のスポーツでは、「より速く」「より力強く」等といったことが評価されがちでし

た。しかし、ボッチャで求められるのは、緻密な戦略と集中力、そして一投で状況を変える柔軟な判

断力です。ここでは、体格の差や身体能力の違いはハンディキャップになりません。父と子が真剣勝

負をして父が負けることもあれば、車椅子の児童がクラスで一番のヒーローになることもあります。

「自分にもできる」「勝てるかもしれない」という期待感は、こどもたちの自己肯定感を高め、何事に

も前向きに取り組む「意欲」の源泉となります。 

 「健康」とは、単に病気ではない状態を指すのではありません。ＷＨＯ（世界保健機関）の憲章に

あるように、肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも満たされている状態こそが健康です。 ボッ

チャは、激しい運動量を伴うものではありませんが、一投ごとにチームメイトと作戦を練り、コミュ

ニケーションを取り、成功すれば共に喜び、失敗すれば励まし合うという、濃密な「社会的な関わ

り」が存在します。頭をフル回転させ、ワクワクしながら体を動かすこと。この「もっとやりたい」

という意欲こそが、脳を活性化させ、心の健康を保ち、ひいては生きる力へとつながっていきます。

やらされる運動ではなく、楽しみながら没頭できる活動を持つことは、生涯にわたる健康ライフの基

盤となるのです。 

 本校でも、こどもたちが互いの「違い」を認め合いながら、共に活動する場面を大切にしていま

す。ボッチャのコートの中にあるような、「誰もが役割をもち、誰もが主役になれる」環境を、日々の

教室や学校生活全体に広げていきたいと考えています。苦手なことがあっても、道具を工夫したり、

仲間の知恵を借りたりすれば乗り越えられる――ボッチャが教えてくれるこの知恵は、こどもたちが

これからの社会を生き抜くための大きな力となるはずです。 

 心も体も健やかに、そして意欲的に。こどもたち一人一人が、自分らしく輝ける学校を目指して、 

教職員一同、引き続き力を尽くしてまいります。 
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